
　

伊
予
路
に
春
を
呼
ぶ
と
も
言
わ
れ
て
い
る

「
椿
ま
つ
り
」
は
例
年
よ
り
や
や
早
い
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。幾
度
の
寒
波
到
来
も
過
ぎ
、

朝
夕
は
少
し
冷
え
込
む
も
の
の
日
中
は
ず
い
ぶ

ん
と
暖
か
く
な
り
、
桜
の
開
花
・
満
開
の
時
期

が
気
に
な
っ
て
く
る
こ
ろ
で
す
。
暖
か
く
な
る

こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
花
粉
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
日
本
国
民
の
４
割
が
花
粉
症
と
言
わ
れ
て
い
る
中
、
四

国
で
は
例
年
の
２
倍
の
飛
散
、
過
去
10
年
で
一
番
に
匹
敵
と
の
予
測

も
あ
り
ま
す
か
ら
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
鼻
炎
の
方
は
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

昨
年
１
月
、
四
国
ろ
う
き
ん
松
山
ビ
ル
が
完
成
し
、
連
合
愛
媛
を

は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
労
働
団
体
・
愛
媛
営
業
本
部
等
が
移
転
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
が
、
勤
労
会
館
本
館

の
解
体
工
事
お
よ
び
外
構
工
事
・
駐
車
場
整
備
も
終
わ
り
、
２
月
10

日
㈪
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
営
業
開
始
前
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
四
国
労
働
金
庫
・

杉
本
理
事
長
よ
り
立
派
な
店
舗
が
完
成
し
た
こ
と
、
工
事
に
携
わ
っ

た
関
係
会
社
の
皆
様
へ
の
感
謝
、
近
隣
の
皆
様
の
理
解
も
あ
っ
た
こ

と
に
触
れ
、
松
山
ビ
ル
は
愛
媛
地
区
の
中
心
的
な
役
割
を
持
つ
営
業

店
（
愛
媛
支
店
・
松
山
支
店
）
が
入
居
す
る
店
舗
ビ
ル
で
あ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
長
い
間
、
県
内
の
勤
労
者
の
伝
統
と
し
て
そ
の
役
を
担
っ

て
き
た
旧
勤
労
会
館
を
引
き
継
ぐ
運
動
の
拠
点
と
な
る
ビ
ル
と
な
る
こ

と
。
将
来
に
わ
た
っ
て
会
員
の
皆
様
、
市
民
・
県
民
に
愛
さ
れ
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
役
・
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
役
を
担
っ

て
い
く
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛
媛
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
・
弓
立
理
事
長
よ
り
お
祝
い
の
挨
拶
を
受
け
、
関
係
代
表
者
に
よ
る

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
移
転
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
度
は
、
第
９
期
中
期
経
営
計
画
の
中
間
年
と
な
り
ま

す
。
昨
年
掲
げ
た
「
人
的
資
本
経
営
」「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
」

を
柱
に
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

取
り
巻
く
環
境
も
、
高
齢
化
・
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
働
く
人

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
働
き
方
の
多
様
化
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
変
質
・

多
様
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
を

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
す
べ
く
「
四
国
ろ
う
き
ん
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
５
」
を
掲
げ
、
そ
れ
ら
を
実
践
す
る
た
め
の
戦
略

を
進
め
る
こ
と
で
、
お
客
様
の
夢
と
ご
家
族
の
幸
せ
な
暮
ら
し
の
実

現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

四
国
ろ
う
き
ん
は
、
協
同
組
織
の
福
祉
金
融
機
関
の
使
命
を
果
た

す
べ
く
、
役
・
職
員
一
丸
と
な
っ
て
事
業
推
進
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
　

四
国
労
働
金
庫　

執
行
役
員

　

�

愛
媛
営
業
本
部
長　

鵜　

篭　

直　

樹

四国ろうきん松山ビル　グランドオープン

昴
す
ば
る
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【愛媛地区】 

寄付先団体 ： NPO 法人 ピアリンクえひめ 
寄付対象活動：「スマホで繋がる乳幼児子育てママの 
       ためのオンラインコミュニティ」 
寄付⾦額   ：300,000 円 

 
「＜ろうきん＞働く人と子どもの明日を応援プロジェクト」について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「＜ろうきん＞働く人と子どもの明日
あ し た

を応援プロジェクト 2025」 

愛愛媛媛地地区区  「「寄寄付付金金目目録録贈贈呈呈式式」」 

「NPO 法人 ピアリンクえひめ」
の田中代表理事と、四国ろうきん
杉本理事⻑ 

2025 年２⽉ 17 日（⽉）午後 2 時より、四国ろうきん松山ビル３階の
「会議室 2」にて、「＜ろうきん＞働く人と子どもの明日（あした）を応援
プロジェクト２０２5」に基づく、⽀援先団体への寄付⾦目録贈呈式（愛
媛地区）を開催しました。 
 「プロジェクト 2025」実施に伴い⽀援先を募集した結果、13 団体より
応募があり、9 団体の活動に対して、計 3,000,000 円の⽀援を決定いた
しました。 
 愛媛地区では、1 団体より応募があり、1 団体を⽀援先に決定しました。

この新たな社会貢献活動は、全国の＜ろうきん＞が⼀体となって、⾦融の枠組みだけでは解決しにくい、
手が届きにくい社会的課題の解決に寄与する取組みであり、会員・顧客のみならず、すべての働く人と未来
を担うすべての子どもに対して、＜ろうきん＞が働く仲間とともに応援する、というメッセージを込めてい
るものです。 

愛媛⽀店・松山⽀店は、2025 年２⽉ 10 日(⽉)、「四国ろうきん松山ビル」
に移転オープンしました。 
 

 四国労働⾦庫愛媛⽀店・松山⽀店・愛媛ローンセンターは、2
⽉ 10 日(⽉)に、松山市二番町 4 丁目 5-2「R-二番町ビル」から、
「愛媛県勤労会館」跡地である松山市宮田町１３２番地 1「四国
ろうきん松山ビル」に移転オープンしました。 
 電話番号は変更ございません。 (089)948-1121
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⽉ 10 日(⽉)に、松山市二番町 4 丁目 5-2「R-二番町ビル」から、
「愛媛県勤労会館」跡地である松山市宮田町１３２番地 1「四国
ろうきん松山ビル」に移転オープンしました。 
 電話番号は変更ございません。 (089)948-1121

え ひ め ワ ー ク ラ イ フ(3)　令和７年３月発行 第 572 号



　

県
労
福
協
で
は
、
県
内
の
高
校
・
専
門
・
大
学
等
の
卒
業
予
定
者
に
、
お
金
に
ま
つ
わ

る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
四
国
労
働
金
庫
に
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
県
内
で
21
校
、
受
講
数
で
は
２
０
５
１
人
の
学
生
の
皆
さ
ん

に
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
月
号
は
、消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
徒
・
教
員
か
ら
の
感
想

●
高
校
を
卒
業
す
る
と
、
今
ま
で
以
上
に
自
由
に
使
え
る
お
金
が
増
え
る
た
め
、
お
金
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
お
話
が
聞

け
、
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
高
校
／
教
員
）

●
ク
イ
ズ
形
式
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
契
約
の
話
で
は
ど
の
時
点
で
契

約
に
な
る
の
か
を
、
新
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
18
歳
に
成
人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
で
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
、
大
人
に
一

歩
近
づ
い
た
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、そ
の
分
、

責
任
も
増
え
怖
い
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
使

い
方
に
注
意
し
て
上
手
に
使
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
不
安
に
思
っ
た
こ
と
は
親
な
ど
、
自
分
よ

り
大
人
の
人
に
相
談
し
た
り
し
て
、
身
の
安
全

を
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
高
校
生
／
女
性
）

●
資
料
や
画
面
を
使
っ
て
説
明
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
、
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
特
に
契
約
は
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
さ
れ
る
の
か
と
い
う
お
話
が
印
象

的
で
契
約
を
す
る
前
に
し
っ
か
り
と
考
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
べ
ま
し
た
。（
高
校
生
／
女
性
）

●
今
年
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
す
る
の
で
、
お
金
の
こ

と
は
全
て
自
分
で
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
回
の
よ
う

な
お
金
の
話
は
と
て
も
役
に
立
つ
と
思
い
ま
し
た
。

考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
は
い
ま
し
た

が
、
複
雑
な
こ
と
だ
ら
け
で
、
ど
こ
か
ら
知
っ
て
い

け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
い
た
だ
い
た

資
料
を
よ
く
読
ん
で
、
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
知
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
高
校
生
／
女
性
）

●
成
年
に
な
っ
て
も
、
具
体
的
に
な
に
が
で
き
る
の

か
。ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
不
安
で
し
た
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
仕
組
み
や
、
大
き
な
買
い
物

な
ど
、
こ
れ
か
ら
経
験
す
る
様
々
な
こ
と
を
慎
重
に

行
う
た
め
の
よ
い
機
会
で
し
た
。（
高
校
生
／
男
性
）

●
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
、
い
ま
ま
で
親
に

や
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
、
ど
れ
だ
け
大
事
に

し
な
い
と
い
け
な
い
か
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

間
違
っ
た
こ
と
を
し
て
、
お
金
の
請
求
な
ど
を
さ
れ

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。（
高
校
生
／
男
性
）

労 福 協

お
金
の
使
い
方・契
約
の
ル
ー
ル
を
知
ろ
う

�

（
２
０
２
４
年
度　
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
報
告
）

講師を担当いただいた皆様、ありがとうございました
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2024年度消費者セミナー開催実績
セミナー区分 学校名 開催日 開催時間 講師 参加者数

（生徒数） 地域

消費者 東城看護専門学校 2024. 6 .18（火）
13:20～16:30　
消費者13:20～　
労働14:30～

労働セミナー：寺田淳泰（連合愛媛副事務局長）
消費者セミナー：唐木香織（労金新居浜支店代理） 14名 新居浜

消費者 東予若者サポートステーション 2024. 6 .19（水） 14:00～15:00 長谷川翔平（労金新居浜支店） 10名程度 新居浜

消費者 松山商業高校定時制 2024. 7 .17（水） 17:45～18:30 井上友香子（労金愛媛支店） 14名 松山

労働・消費者 聖カタリナ高校 2024. 9 . 9（月） 14:45～15:35 労働セミナー：三瀬　明（中予・今治地協事務局長）
消費者セミナー：永井由佳（労金愛媛支店） 208名 松山

消費者 東予若者サポートステーション 2024.11.26（火） 14:00～15:00 長谷川翔平（労金新居浜支店） 10名程度 新居浜

労働・消費者 東予理容美容専門学校 2024.12. 4（水） 13:00～14:00 労働セミナー：越智俊盛（東予地協事務局長）
消費者セミナー：藤原由紀子（労金新居浜支店） 20名程度 新居浜

消費者 土居高校 2024.12. 6（金） 14:35～15:25 藤原龍太郎（労金四国中央支店：代理） 56名 四国中央

消費者 FC今治高校里山校 2024.12.16（月） 10:00～10:50 井上尚人（労金今治支店） 30名 今治

消費者 済美高等学校 2025. 1 .23（木） 15:40～16:40 山崎友紀乃（労金愛媛支店） 25名 松山

消費者 松山中央高等学校 2025. 1 .30（木） 　9:50～10:40 檜垣　瑛（労金愛媛支店） 337名
（3年生） 松山

消費者 新居浜商業高校 2025. 2 . 5（水） 10:05～10:50 白石浩暉（労金新居浜支店） 99名 新居浜

消費者 上浮穴高校 2025. 2 . 6（木） 　9:55～10:45 西田典子（労金愛媛支店営業推進　専任役） 28名 松山

消費者 大洲農業高等学校 2025. 2 . 7（金） 13:50～14:40 葛原海士（労金八幡浜支店） 67名
（3年生） 大洲

消費者 川之石高等学校 2025. 2 . 7（金） 13:50～14:40 西浦慎一（労金八幡浜支店） 81名
（3年生） 八幡浜

消費者 小松高校 2025. 2 .12（水） 　9:00～　9:50 秋山　毅（労金新居浜支店） 111名 西条

消費者 新居浜東高校 2025. 2 .12（水） 　8:55～　9:45 加藤颯馬（労金新居浜支店） 203名 新居浜

消費者 今治精華高校 2025. 2 .12（水） 　9:00～　9:50 井上尚人（労金今治支店） 78名 今治

消費者 川之江高等学校 2025. 2 .12（水） 　9:00～　9:50 山崎将敬（労金四国中央支店） 162名
（3年生） 四国中央

消費者 松山東雲高等学校 2025. 2 .14（金） 　8:55～　9:45 豊嶋大基（労金愛媛支店） 95名
（3年生） 松山

消費者 新居浜工業 2025. 2 .19（水） 　8:50～　9:50 影浦安成（労金新居浜支店） 134名 新居浜

消費者 新居浜西高校 2025. 2 .21（金） 14:25～15:15 泉　潤明（労金新居浜支店） 269名
（3年生） 新居浜

※大雪被害により、中止となった学校２校を含む
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過去との違い

●�昔は組合のイメージは「楽しい」だったが、「面倒くさい」に変わってきている。
　　「イベント＝行かないとダメ」と感じられ面倒だと思う人も増えている。
●�「集まって対話」が重視されていたのが、コロナ禍を経て機会が減少している。
　　（オンラインは、表面的な意思疎通は可能だが、根っこの関係性構築が難しい）
●若い人とのコミュニケーション形態の変化、意識・価値観の違いを感じる。
　　「はい」「いいえ」の時代ではなくなってきている。

共通する課題

●若い人の組合離れ、参加率の低さに悩んでいる。
●組合活動が見えなくなったと言われる。
●�労組があることで働きやすい職場環境にあることが、当たり前
にとらえられていて、組合活動への参加意識が薄れている。（労
組のない会社からは羨ましがられることも、「当たり前」の意識）
●�組合員にとって良いと思っての商品提案が伝わらない。業者と
お客の関係にみられる。

解決の方向性

◯�組合も事業団体も思いは同じということを、研修会を通じて再確認できた。組合と事業団体は、理解しあえる
存在であることが民間企業と違った強みであり、商品を売らないといけないという気持ちも当然あるが、同時
に自分たちの存在意義や、なにゆえの事業推進か、根っこの部分を伝えていくことも重要。そのためにも、自
分たちが学び、自分の言葉で伝えられるようにならないといけない。

◯�学習機会が少なくなった。集まりの機会では、繰り返し歴史の勉強機会をもつべきだと思う。時代は変化して
いるが、そうした中にあっても、参加してくれる人はいる。そういう人ほど組合に熱心になってくれる。そう
した人を、それぞれの組織の中で発掘していくことが大事。

◯�青年女性部を通して、楽しみながら各場所に参加する機会を作っていくことが良い。労組があることで、色々
な経験ができる。回数参加するなかで、組合活動を「めんどくさい」ではなく「貴重な経験（楽しい）」と思っ
てくれる人が、運動を担っていく貴重な人材になる。

◯新人だけでなく、入社５～10年の人たちに向けた再教育も重要。繰り替えし、伝えていくこと。

悪循環

どう乗り越えるか
労働団体・事業団体合同で３班に分かれ、
自主福祉運動の将来について議論
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2025 年 2 ⽉ 25 ⽇(⽕)に、松⼭市⽴⽯井幼稚園にて、交通

安全横断旗贈呈式ならびに幼稚園園児を対象とした交通安全教
室を実施いたしました。 

こくみん共済 coop 愛媛推進本部と⼀般社団法⼈愛媛県労
働者福祉協議会より愛媛県交通安全協会ならび⽯井幼稚園へ
2,605 本の横断旗を寄贈いたしました。 

「7 才の交通安全プロジェクト」の取り組みが始まって以降、愛媛
県では初めて⼩学校⼊学を控える年⻑園児 22 名とその保護者に
も贈呈式に参加いただきました。本取り組みは、「未来ある⼦どもたちを交通事故から守りたい」という思いからマイ
カー共済⾒積もり 1 件につき、1 本の横断旗を寄贈するもので 2019 年にスタートしました。⾦⼦本部⻑（こくみ
ん共済 coop）・⼸⽴理事⻑（県労福協）から加藤専務理事（県交通安全協会）ならびに永⽊園⻑・園
児代表（⽯井幼稚園）に横断旗が贈られ、県交通安全協会から感謝状をいただきました。本取り組みにご賛
同いただいた多くの協⼒団体の皆さまに感謝するとともに、今後もみんなで⼦どもたちを守っていく本運動を継続し
てまいります。 

贈呈式後は松⼭南交通安全協会職員による交通安全教室を開催いたしまし
た。愛媛県警の協⼒のもと、近隣の⼩学校前の公道にて贈られた横断旗を⾼らか
に掲げながら園児たちが正しい横断歩道の渡り⽅を学ぶ貴重な機会となりました。 

園児たちは、「⼩学校に⾏くときも、旗を使って⼿をあげてわたる」、「右⾒て左⾒
てぶつからないように頑張る」と述べており、⼊学前に親⼦で交通ルールや安全意
識が⾼まりました。当⽇は各テレビ局や新聞社の取材がされ、県内に広く本取り組
みが発信されました。ご協⼒ご⽀援をいただきました関係者の皆さまに感謝を申し
上げます。 

2025 年も本取り組みの主旨にご理解ご協⼒のうえ 1 本でも多くの横断旗を贈
呈できるようこくみん共済 coop ならびに県労福協とともに「7 才の交通安全プロジ
ェクト」をすすめていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こくみん共済 coop 【7 才の交通安全プロジェクト】 

横断旗贈呈式・交通安全教室を松⼭市⽴⽯井幼稚園にて実施 
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